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このたび、大阪工業大学（学長：井上正崇）知的財産学部長・専門職大学院知的財産研

究科長の石井正教授が、特許情報（Patent Information）分野において国際社会に多大な貢

献をした人物に贈られる「IPI-Award」の 2010 年度の受賞者に選ばれました。 
  
この「IPI-Award（International Patent Information -Award）」は、IPI-Award 選考委

員会が 2000 年から毎年 1 人を表彰しているものです。石井教授は 11 人目の受賞者となり

ますが、日本人はもちろん、アジアにおける関係者での受賞としても初めてという快挙で

す。 
 
つきましては、「IPI-Award」の概要や受賞理由となった石井教授の功績などについてご

紹介いたしますので、取材・報道にご協力を賜りますようお願いいたします。  
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《取材のお申し込み先・お問い合わせ先》   
学校法人常翔学園広報室（担当：井上、川西）    
〒535-8585 大阪市旭区大宮 5-16-1     TEL.06-6954-4026 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジアでは初の快挙！ 

知的財産学部長・専門職大学院知的財産研究科長 

 石井正教授が「IPI-Award」を受賞！ 



添付資料１  

 

◆石井 正教授の「IPI-Award」受賞について 
 

１．「IPI-Award」の概要 

2000 年に創設されたこの賞は、特許情報の分野で優れたアイデアや指導力を発揮した個

人を毎年１名表彰するもので、受賞者には盾と賞金 3000 ドルが授与される（いずれもアメリ

カ・Technology & Patent Research International 社の後援による）。 

受賞者の決定は特許情報の専門家で組織される選考委員会が行い、今回の石井教授

の受賞は、3 月 8 日にポルトガル・リスボンで開催された IPI-ConfEx（International 
Patent Information- Conference and Exposition：主にヨーロッパを中心とした特許

情報のユーザーグループ）の席上で正式に発表された。 
石井教授の授賞式は 5 月 3 日アメリカ・ボルチモアで開催される PIUG（Patent 

Information Users Group：主にアメリカを中心とした特許情報のユーザーグループ）

の年次総会で行われる予定。 

 
２．受賞者 

大阪工業大学知的財産学部長・専門職大学院知的財産研究科長  石井 正 教授 
 
３．受賞理由 

石井教授が特許庁に在籍していたころに実施された、日本・アメリカ・ヨーロッパ 

の三極特許庁による特許情報に関する共同プロジェクトにおいて、石井教授が指導的

役割を果たしたことが評価された。この共同プロジェクトは1980年代にスタートし、

現在に至っているもので、三極特許庁の特許出願から公報の発行までをすべてコンピ

ュータ化し、その副産物である特許情報のデータベースを相互に自由利用できること

を目指している。 

      さらに、これまで日本の特許情報は、日本語によるデータベースのみで、日本語で 
しか利用できなかったが、これをすべて英語化し、しかも電子化して、海外からの幅

広いアクセスにも対応可能な環境を整備した。日本特許庁のコンピュータ化により生

まれたすべてのデータベースおよびこうした英文日本特許データベースなどは、国内、

海外の利用者に無料で提供され、利用されてきている。 
こうした各国特許庁が作り出した特許データベースを無料で利用者に提供してい

くという基本方針を、石井教授が中心になり国際的に取り決めていった。この結果、

現在では中国特許庁等も同じように特許データベースを無料で各国に提供するよう

になってきている。 
以上の通り、日本の特許情報公開の国際化に大きく貢献したことをはじめ知的財産

の分野全体にも多大な影響を与えたことも、受賞理由として挙げられている。 
 
４．過去の受賞者 

ヨーロッパの特許庁（事務所）関係者、著名なデータベースを作成している団体関 
   係者、企業の特許情報関係者など。これまでの受賞者は欧米人ばかりで、日本人とし

てはもちろん、アジア地域としても初めての受賞となる。 
 
 



添付資料２ 

 

◆石井 正教授の略歴・受賞コメント 
 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受賞に寄せて（石井 正教授のコメント） 

 

今回、「IPI-Award」を受賞することとなりましたが、大変、光栄なことであり、多

くの関係者に感謝する次第です。日本・アメリカ・ヨーロッパの三極特許庁が特許情報

についての共同プロジェクトをスタートしたのは、4 半世紀も前のこととなります。そ

の成果として、現在では世界のすべての特許情報を誰でも自由に利用できるようになっ

てきていますが、その基本方針を作ることに参加することができたことは、私自身にと

りましても貴重な経験となりました。これからも特許あるいは知的財産は、国際協力が

進行していくこととなりますが、私自身そして大学としてもそうした動きに積極的に関

わり、貢献していきたいと考えています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な経歴＞ 
1968 年  中央大学 理工学部 卒業 
  通商産業省（現・経済産業省） 
  特許庁 入庁 
1976 年  米国インディアナ州パデュー大学 
  大学院 留学 
1991 年  通商産業省 特許庁 総務部 
  特許情報企画課 課長 
1998 年  同 審判部 部長 
1999 年  同 特許技監 
2001 年  大阪工業大学 教授 
2003 年  同 知的財産学部 学部長 
2005 年  同 大学院 知的財産研究科 
  研究科長 
  現在に至る 
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◆ご参考 
 

IPI-Award 選考委員会では、日本人の石井浩氏（元新日本石油）が選考委員を務められ 
ています。今回の石井教授の受賞にあたり、コメントをお寄せいただきました。 
 
 
■石井浩氏（元・新日本石油）のコメント 
 

3 月初め、リスボン(ポルトガル)で開催された IPI ConfEx2010 （International Patent 
Information Conference and Exposition) で、石井正教授が 2010 年度 IPI Award の受賞

者になったことが発表されました。授賞式は、5 月初めの PIUG Annual Conference 2010 
(Patent Information Users Group Conference 2010 in Baltimore, USA)で行われます。 
これは石井教授が特許庁に在籍されていた際、日本特許庁内でのペーパーレス化や、日本・

アメリカ・ヨーロッパの三極間での共同プロジェクトで果たした指導的役割が評価された

ものです。 
特に推薦者である Mr. Jacques Michel （元ヨーロッパ特許庁副長官）は、三極間プロジ

ェクトで石井教授の示した優れた理解力、国際的視野の広さから、日本特許公報（PAJ）の

英訳化、特許電子図書館（IPDL）計画等が実現し、これにより世界各国で容易に利用でき

るような体制が整い、大いに役立っていると述べ、石井教授の功績を評価しています。 

 賞の概要や過去の受賞者などの詳細は IPI-AwardのWebサイトhttp://IPI-Award.comを

ご参照ください。 

 
 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


